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1. まえがき PolSARデータを利用した画像解析の分
野において，レーダ照射方向と斜めに配置された建築物
（人工物）群の検出・識別は重要な研究テーマの一つであ
る．人工物群が垂直方向に配置されている場合は，自然植
生と同様に，Reflection Symmetry (RS) 〈SHH S∗

HV 〉 ∼
〈SV V S∗

HV 〉 ∼ 0 となることが知られている．一方，斜
め方向に配置されている場合は，人工物間の複雑な散乱
現象により非 RSになると考えられている．
本稿では，LR偏波基底の円偏波相関係数 [1]と、非

RS時に有効と考えられている規格化相関係数 [2] を組
み合わせたアルゴリズムを提案し，斜めに配置された人
工物群の検出精度の向上を試みた．
2. 円偏波相関係数と規格化相関係数 LR 偏波基底の
主偏波間の円偏波相関係数 γLL−RR は，

γLL−RR =
SLLS∗

RR√
〈|SLL|2〉〈|SRR|2〉

=
〈4|c|2 − |a − b|2〉 − j4<e〈c∗(a − b)〉√

〈|a − b + j2c|2〉〈|a − b − j2c|2〉
(1)

と定義される．ここで，a, b, c は HV直線偏波基底の散
乱行列の各成分 a = SHH , b = SV V , c = SHV である．
また，∗ および 〈·〉 は複素共役および集合平均（マルチ
ルック）処理を表す．RS時において式 (1)は

γLL−RR(0) =
〈4|c|2 − |a − b|2〉
〈4|c|2 + |a − b|2〉

(2)

となる．文献 [2]にしたがい、式 (1)を式 (2)で規格化
すると，規格化相関係数

γ
′

LL−RR =
|γLL−RR|

γLL−RR(0)
=

√
1 + tan2(4θ̄)

1 − τ2
(3)

が得られる．ここで，θ̄はオリエンテーション角，τ は
ヘリシティである．RS時には γ

′

LL−RR ∼ 1となり，非
RS時には γ

′

LL−RR > 1の大きな値となる．
3. 人工物識別アルゴリズムおよび画像解析結果 レー
ダ照射に対し斜めに配置された人工物群が非 RSな偏波
散乱特性を示すと考えられているので，γ

′

LL−RRは斜め
の人工物群に対して有効な識別指標になると期待される．
一方，垂直に配置された人工物群に対しては γLL−RRが
有効である．これら 2つの指標を人工物検出に有効に活
用するためのアルゴリズム [3]を図 1に示す．θ̄および τ
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図 1 人工物検出アルゴリズム

に対する閾値 Th1および Th2，γLL−RR画像と γ
′

LL−RR

画像を滑らかに接続するための倍率 αは，整備された都
市（ここでは札幌市街）で測定された PolSARデータの
解析，および簡易人工物群モデル対する FDTD偏波散
乱解析の結果を考慮して導入した．
発表では，これらの決定方法について詳細に説明する

予定である．
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